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「学校再編に係るアンケート」の結果について
先日、PTAで行った学校再編に係るアンケートの結果がまとまりましたので報告いたします。

※回収 ３１／３７ （回収率８４％）

１ 学校再編後の学校名について（教育委員会提案「川俣小学校」）

（２９）賛成（ ２）反対

◆理由・代案・その他の意見

・「川俣」の小学校なので、シンプルでわかりやすい。 ・川俣に一つとなる学校であるから。

・廃校となるものとしては、名前を残してほしい。

・川俣小に「集約・統合」ではなく、新たな学校となるのであるから。

２ 校章（教育委員会提案「現川俣小学校の校章」）

（２３）賛成 （ ８）反対

◆理由・代案・その他の意見

・「川俣」と入っていてよい。 ・何点か候補を作成し、投票で決める。

・校章などを新しく決める時間とお金があるなら、もっと大切な中身について費やすべき。

・あまりぱっとしない。校歌が新しくなるなら校章も新しくすべきでは。

・町の花は「やまつつじ」木は「かえで」鳥は「うぐいす」

・川俣小に「集約・統合」ではなく、新たな学校となるのであるから。

・アンスリウムを校章にできないか。

３ 校歌（教育委員会提案「新たに作成する」）

（３０）賛成 （ １）反対

◆理由・代案・その他の意見

・新たに出発するという気持になれる。 ・変更に時間とお金を使うべきではない。

・各地区のすばらしいところを取り入れてほしい。

４ 福田盆踊りについて

（ ９）なんとしても存続させたい

→ （５）運営に参加する（３）運営に協力するのは難しい（１）無回答

（２２）廃止も仕方ない

◆理由・代案・その他の意見

・福田小跡地が人の集まる場所になってほしい。

・地区の伝統行事でもあり、子どもも楽しんでいるので続けてほしい。

・今後の福田地区を考えると地域のイベントは重要。青年世代を中心に新たな団体ができれば地域活性化にもつな

がる。自治体が中心となってやることでは。

・今までは PTA は強制参加的なところがあり、家族の予定をお盆に入れることができなかった。お盆はお客様等
もあり何かと忙しい。日にちをずらすなども考慮。

・今でも、運営はやっと。長年 PTAで運営してきたことで「０」からはじめるのは難しい。
・運営維持が困難になる将来を見据えて、廃止する時期にきている。人手を確保するのは難しい。

・川俣小に盆踊りはないのか。なければ川俣小として実施を考慮。

・学校再編になれば、新しい PTA 活動もあるだろう。福田地区の運営と新たな PTA 活動の両立は難しいのではな
いか。子どもの減少。

・太鼓保存会と各組から代表者を決めて運営していくしかない。例えば太鼓保存会がメインとなり、各組が屋台を

出すなど。地区全体で盛り上げないと難しい。

・なくすことは簡単だが、学校がなくなるから盆踊りもなくすというのは寂しい。何度かやってみて検討してみて

もいいのではないか。

・カラリコフェスタもあるから。 ・学校の協力がなくなれば、存続は難しい。

・盆踊りの参加者は子どもと保護者が中心。地域への影響は少ないのではないか。

■その他■

・秋山・羽田で協力して夏の盆踊りができないものか。

・「たのしい教室」は残してもらいたい。外でなかなか遊べない時代に校庭はありがたい。地域との交流にもなる。

・小学生、保護者、幼稚園・保育園保護者へアンケートをとるなどして、これからの小学校を考えていくのもいい

のではないか。

・対応の遅れから、様々なうわさが出ていて、正直不安でいっぱいである。


